






















乳児突然死症候群(以下 SIDS)の原因についてこれまでさまざまな説が出されてきたが、現

在では睡眠時の無呼吸によるとの説が最も有力と考えられている。SIDSの病態解明の手が

かりとして、SIDS 同胞例、near miss 例や SIDSの危険因子を有する例の睡眠中の呼吸動態

の検索が有用と考えられているが、その評価にあたっては正常乳児例によるコントロール

群との比較検討が必要となる。これまでにも欧米には正常乳児を対象とした睡眠時無呼吸

についての研究が散見されるが、報告によりその頻度がまちまちであり、また、本邦での

同様の研究は見当たらないことから、本研究を行った。 


